
　　
本
年
産
は
暖
冬
に
よ
り
生
育
は

や
や
前
進
し
ま
し
た
が
、後
半
の

３
〜
４
月
は
数
回
の
強
風
に
見
舞

わ
れ
、ト
ン
ネ
ル
が
飛
ば
さ
れ
る

被
害
も
見
ら
れ
ま
し
た
。病
害
虫

で
は
、ア
ブ
ラ
ム
シ
や
赤
色
斑
点

病
の
発
生
が
例
年
よ
り
も
早
か
っ

た
ほ
か
、カ
メ
ム
シ
に
よ
る
吸
汁

被
害
の
問
い
合
わ
せ
が
多
く
寄
せ

ら
れ
ま
し
た
。

　
出
荷
量
は
３
万
６
２
５
７
ケ
ー

ス（
４
㌔
換
算
）と
前
年
を
下
回
り

ま
し
た
が
、他
産
地
の
作
柄
不
良

も
あ
り
平
均
単
価
は
２
３
５
６
円

と
堅
調
な
相
場
と
な
り
ま
し
た
。

　
次
作
に
向
け
、生
育
前
半
の
病

害
虫
対
策
と
出
荷
後
半
の
選
果
選

別
を
徹
底
し
、安
定
し
た
品
質
を

維
持
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

　
近
年
問
題
と
な
っ
て
い
る
モ
ザ

イ
ク
病
は
、ア
ブ
ラ
ム
シ
が
ウ
イ

ル
ス
を
媒
介
す
る
こ
と
で
発
生
す

る
病
気
で
す（
写
真
❻
❼
）。生
育

初
期（
年
内
）に
感
染
す
る
と
、成

長
が
阻
害
さ
れ
て
枯
死
に
至
る
場

合
も
あ
り
ま
す
。

●
対
策

　
連
作
を
行
う
と
感
染
リ
ス
ク
が

高
ま
る
の
で
、土
壌
消
毒
を
作
付

け
前
に
行
う
か
、同
一
圃
場
で
の

栽
培
は
で
き
れ
ば
５
年
以
上（
最

低
で
も
1
年
）空
け
ま
し
ょ
う
。ウ

イ
ル
ス
を
媒
介
す
る
ア
ブ
ラ
ム
シ

対
策
と
し
て
、定
植
時
に
ア
ド
マ

イ
ヤ
ー
１
粒
剤
を
処
理
し
、年
内

に
ア
ブ
ラ
ム
シ
が
発
生
す
る
よ
う

で
あ
れ
ば
追
加
防
除
を
行
い
ま

す
。気
温
が
上
昇
す
る
頃
か
ら
ア

ブ
ラ
ム
シ
が
急
激
に
増
加
す
る
の

で
、発
生
前
か
ら
予
防
散
布
を
行

う
こ
と
が
重
要
で
す（
表
❸
参

照
）。

　
ソ
ラ
マ
メ
は
、幼
苗
期（
本
葉
５

枚
ま
で
）は
寒
さ
に
強
い
で
す
が
、

越
冬
時
に
大
き
く
育
っ
た
株
は
耐

寒
性
が
弱
く
な
る
の
で
、無
理
な

早
播
き
は
避
け
ま
し
ょ
う
。ま
た
、

被
覆
時
期
が
早
い
と
生
育
が
進
み

過
ぎ
る
た
め
、1
月
下
旬
以
降
を

目
安
に
被
覆
を
行
い
ま
し
ょ
う

（
写
真
❽
）。

　
Ｊ
Ａ
山
武
郡
市
の
令
和
６
年
産

米
の
１
等
比
率
は
90
％（
9
月
6
日

時
点
）で
、例
年
と
比
べ
て
約
７
％
低

く
な
り
ま
し
た
。今
年
の
等
級
落
ち

の
原
因
と
し
て
多
く
見
ら
れ
た
の

は「
茶
米
」と「
白
未
熟
粒
」で
す
。

「
茶
米
」は
被
害
粒
の
一
種
と
し
て

外
観
品
質
を
下
げ
、「
白
未
熟
粒
」が

多
い
と
整
粒
が
減
り
、歩
留
ま
り
率

が
下
が
り
ま
す
。今
回
は
こ
れ
ら
の

原
因
と
対
策
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　
登
熟
中
に
籾
内
に
雑
菌
が
侵
入

し
、粒
表
面
が
茶
褐
色
に
着
色
さ
れ

た
も
の
で
す（
写
真
❶
）。高
温
や
干

ば
つ
に
よ
り
登
熟
期
に
根
が
切
れ
て

し
ま
う
等
、稲
体
に
外
的
ス
ト
レ
ス

が
生
じ
た
際
に
発
生
が
多
く
な
り
ま

す
。出
穂
後
の
早
期
落
水
、倒
伏
や

刈
り
遅
れ
は
発
生
を
助
長
し
ま
す
。

●
対
策

①
基
本
的
な
栽
培
管
理（
中
干
し
実

施
に
よ
る
過
繁
茂
防
止
、適
正
施

肥
）で
稲
体
を
健
全
に
維
持
し
、

下
葉
の
枯
れ
上
が
り
を
防
止
し

ま
し
ょ
う
。

②
出
穂
後
２
週
間
は
湛
水
状
態
を

保
ち
、そ
の
後
は
間
断
か
ん
が
い

（
自
然
落
水
と
入
水
を
繰
り
返

す
）、落
水
は
出
穂
期
後
25
日
以

降
に
し
ま
す
。登
熟
期
間
後
半
の

根
の
活
力
維
持
の
た
め
、早
期
落

水
を
避
け
ま
し
ょ
う
。

③
刈
り
遅
れ
な
い
よ
う
、適
期
刈
り
取

り
に
努
め
ま
し
ょ
う（
表
❶
参
照
）。

　
籾
へ
の
デ
ン
プ
ン
蓄
積
が
不
十
分

で
あ
っ
た
場
合
に
起
こ
る
症
状
で
す

（
写
真
❷
〜
❺
）。幼
穂
形
成
期
の
過

繁
茂
に
よ
り
籾
数
が
過
剰
に
な
る
、出

穂
後
の
葉
色
低
下
に
よ
り
光
合
成
量

が
低
下
す
る
、早
期
落
水
に
よ
り
根
が

断
絶
さ
れ
て
吸
水
力
が
不
足
す
る
等
、

複
数
の
要
因
が
関
係
し
、登
熟
期
の
高

温
に
よ
り
発
生
が
助
長
さ
れ
ま
す
。

●
対
策

①
出
穂
７
〜
５
日
前（
穂
ば
ら
み
期
）

に
葉
色
を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。葉

色
が
淡
く
目
標
値（
表
❷
）に
達
し

な
い
場
合
は
、軽
減
対
策
と
し
て

10
㌃
当
た
り
窒
素
量
で
１
㌔
を
上

限（
食
味
低
下
を
防
ぐ
た
め
）に
追

肥
を
施
用
し
ま
し
ょ
う
。

②
根
の
活
力
を
維
持
す
る
水
管
理

を
行
い
ま
し
ょ
う（
茶
米
の
対
策

②
を
参
照
）。

水　稲ソラマメ
やさいの里営農センター　営農指導員　三枝 宏禎やさいの里営農センター　営農指導担当　大場 湧人

令
和
６
年
産
の
振
り
返
り

モ
ザ
イ
ク
病
に
つ
い
て

茶
米
に
つ
い
て

白
未
熟
粒
に
つ
い
て

被
覆
時
期
と
防
寒
対
策
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表❸　未成熟ソラマメに登録のある薬剤

写真❼　
アブラムシの群生(幼虫)

写真❻　ソラマメのモザイク病
　　　　　  （「ルーラル電子図書館」より引用）写真❽　被覆の仕方

写真❶　茶米写真❷　乳白粒写真❸　基部未熟粒写真❹　背白粒写真❺　腹白未熟粒

表❶　収穫適期の目安
カラースケール付きうちわ

薬剤名

バスアミド微粒剤

アドマイヤー１粒剤

使用量・希釈倍率対象病害虫

えそモザイク病
一年生雑草

モスピラン顆粒水溶剤

アブラムシ類

使用時期 使用回数

30kg/10a

3kg/10a
2g/植穴 定植時

4000倍

1000～2000倍スミチオン乳剤

収穫7日前まで

播種21日前または定植45日前まで

播種時

収穫3日前まで
3回以内

3回以内アディオン乳剤 3000倍 収穫7日前まで

3回以内

1回

合わせて1回

出穂期から収穫までの日数品種
ふさおとめ
ふさこがね
コシヒカリ

粒すけ

出穂期後が高温の場合
33日
37日
38日
38日

左の日数より3 ～ 5日程度短縮する

表❷　各品種の出穂期の葉色目標値
品種

ふさこがね
コシヒカリ

粒すけ

葉色（カラースケール値）
約4.5
約4
約4

※「高温に負けない稲づくり（千葉県・ＪＡ全農ちば作成）」より引用

強風に飛ばされな
いよう、マイカー
線などで押さえる

営農・経済センターにご用
意していますので、ご希望
の方は各センターまでお
問い合わせください。

トンネル支柱
を使って被覆
する

農 作 業

テクニカル ダイアリー

※写真②～⑤の赤丸部分がデンプン蓄積不十分で白く濁っている。 写真はすべて農林水産省ホームページより引用


